
長
屋
門
公
園

　
瀬
谷
区
阿
久
和
に
は
、
旧
大
岡
家
の
長
屋
門
と
屋

敷
林
が
鬱
蒼
と
し
た
た
た
ず
ま
い
で
残
さ
れ
て
い
た
。

大
岡
氏
は
、
昭
和
六
十
二
年
、
市
の
緑
政
局
と
借
地

公
園
契
約
を
結
び
、
ま
た
、
長
屋
門
を
歴
史
的
建
造

物
と
し
て
登
録
し
、
私
費
を
投
じ
て
長
屋
門
を
改
修

す
る
な
ど
し
、
市
に
寄
贈
し
た
。
こ
れ
を
う
け
て
、

市
は
「
特
色
あ
る
公
園
づ
く
り
事
業
」
に
位
置
付
け
、

本
格
的
な
整
備
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
公
園
整
備
の
目
標
と
し
て
、
①
歴
史
的
建
造
物
の

保
全
・
活
用
、
②
自
然
環
境
の
向
上
、
③
施
設
の
利

用
運
営
は
地
域
の
住
民
参
加
で
行
う
、
の
三
つ
を
掲

げ
た
。

１

自
然
環
境
を
大
切
に
す
る
地
域
の
風
土

　
　
「
瀬
谷
の
み
ど
り
を
守
る
会
」
「
瀬
谷
の
歴
史
を

考
え
る
会
」
な
ど
自
然
環
境
や
歴
史
を
大
切
に
す
る

活
動
が
長
い
蓄
積
を
も
っ
て
い
る
地
域
で
あ
り
、
公

園
整
備
に
着
手
す
る
以
前
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
経
緯

が
あ
っ
た
。

　
昭
和
六
十
二
年
に
は
、
整
備
予
定
地
の
水
路
を
下

水
道
局
が
小
川
ア
メ
ニ
テ
ィ
事
業
整
備
で
、
両
岸
を

木
曽
石
護
岸
に
し
た
こ
と
で
、
蛍
の
生
息
環
境
が
損

な
わ
れ
周
辺
住
民
の
反
発
を
か
っ
て
い
た
。
ま
た
、

六
十
三
年
に
は
、
公
園
外
周
部
の
基
盤
整
備
で
一
部

の
自
然
樹
林
の
下
草
を
伐
採
し
た
た
め
、
自
然
に
造

詣
の
深
い
市
民
か
ら
批
判
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
が

あ
っ
た
。

２

公
園
整
備
に
あ
た
つ
て
の
徹
底
し
た
ヒ

ア
リ
ン
グ

　
工
事
は
、
一
期
工
事
で
屋
敷
林
の
部
分
、
二
期
工

事
で
長
屋
門
と
母
屋
の
部
分
が
整
備
さ
れ
た
。
二
期

工
事
の
部
分
を
担
当
し
た
設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
、

地
域
の
様
子
を
可
能
な
限
り
知
ろ
う
と
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
っ
た
。

　
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
目
的
は
、
大
き
く
二
つ
あ
っ
た
。

ひ
と
つ
は
、
将
来
、
使
う
人
の
顔
が
で
き
る
限
り
見

え
る
よ
う
に
し
て
お
き
た
い
、
ま
た
、
使
い
手
の
意

向
を
で
き
る
か
ぎ
り
反
映
し
、
利
用
し
易
い
施
設
と

し
て
い
き
た
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
設
計
者

は
、
区
役
所
、
連
合
町
内
会
長
、
そ
こ
か
ら
の
紹
介

で
単
位
町
内
会
長
、
地
域
の
活
動
グ
ル
ー
プ
と
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
重
ね
て
行
く
中
で
、
歴
史
や
緑
を
テ
ー
マ

に
し
た
い
く
つ
か
の
活
発
な
活
動
グ
ル
ー
プ
と
出
会
、

い
、
地
域
の
利
用
主
体
の
イ
メ
ー
ジ
を
掴
む
と
同
時

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
望
を
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
も
う
ひ
と
つ
は
、
公
園
整
備
の
条
件
の
デ
ー
タ
収

集
に
協
力
し
て
も
ら
う
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も

と
も
と
あ
っ
た
長
屋
門
や
焼
失
し
た
母
屋
の
形
態
を

探
り
当
て
る
こ
と
、
当
時
の
使
わ
れ
方
、
地
域
の
伝

統
行
事
、
地
域
に
伝
わ
る
昔
話
、
四
季
折
々
に
や
っ

て
く
る
鳥
た
ち
、
多
く
の
事
柄
が
整
備
へ
の
手
が
か

り
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
さ
れ
た
住
民
は
、
「
自
分
が

話
し
た
こ
と
が
ど
ん
な
風
に
生
か
さ
れ
る
の
か
、
待

ち
遠
し
い
気
持
ち
で
開
園
を
待
っ
て
い
た
」
と
い
う

よ
う
に
、
公
園
へ
の
関
心
、
期
待
を
高
め
る
こ
と
と

な
っ
た
。

３

ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
を
も
と
に
計
画
案
作
成

　
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、
自
然
を
生
か
し
た
公
園
、
焼

失
し
た
母
屋
の
代
わ
り
と
な
る
長
屋
門
に
マ
ッ
チ
し

た
古
民
家
の
要
望
が
出
さ
れ
、
そ
れ
を
取
り
入
れ
た

計
画
案
が
作
成
さ
れ
、
地
元
説
明
会
が
行
わ
れ
た
。

　
周
辺
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
雑
木
林
の
部
分
に
は
、

サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
の
た
め
に
な
る
べ
く
手
を
入
れ
ず
、

道
路
は
ド
ロ
舗
装
す
る
、
ま
た
、
外
灯
は
つ
け
な
い
、

な
ど
細
か
い
提
案
が
な
さ
れ
、
実
現
さ
れ
た
。
細
か

い
提
案
の
実
現
は
、
住
民
の
期
待
と
信
頼
を
高
め
る

こ
と
と
な
っ
た
。

４

安
西
家
を
譲
り
受
け
、
古
民
家
が
実
現

平
成
二
年
九
月
、
泉
区
の
古
民
家
を
譲
り
受
け
る
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こ
と
が
決
ま
り
、
十
二
月
に
は
、
長
屋
門
、
母
屋
建

築
工
事
が
発
注
さ
れ
た
。

　
古
民
家
に
は
、
な
る
べ
く
手
を
入
れ
な
い
こ
と
、

ま
た
、
市
民
が
見
学
す
る
だ
け
で
な
く
利
用
で
き
る

施
設
と
す
る
事
な
ど
の
方
針
の
も
と
に
設
計
案
が
作

ら
れ
た
。
長
屋
門
の
土
蔵
の
部
分
に
は
展
示
室
が
設

け
ら
れ
た
。

５

建
設
段
階
で
の
住
民
参
加
‐
子
供
と
土

壁
を
造
る

　
建
設
段
階
に
お
け
る
住
民
参
加
の
試
み
と
し
て
、

地
元
の
子
供
た
ち
の
協
力
を
得
て
、
土
壁
づ
く
り
が

行
わ
れ
た
。
元
来
、
民
家
は
集
落
の
人
々
の
共
同
作

業
で
造
ら
れ
て
い
た
。
長
屋
門
公
園
づ
く
り
に
お
い

て
は
、
そ
の
よ
う
な
伝
統
的
な
文
化
の
一
部
を
再
現

す
る
こ
と
が
ふ
さ
わ
し
い
。
ま
た
、
子
供
た
ち
に
と
っ

て
は
、
家
づ
く
り
に
か
か
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
物

を
造
る
仕
組
み
を
体
験
的
に
学
ぶ
こ
と
に
な
り
、
施

設
を
自
分
た
ち
の
物
と
し
て
愛
着
を
も
っ
て
利
用
す

る
契
機
と
も
な
る
、
と
考
え
ら
れ
た
。

　
当
日
は
、
事
務
局
の
予
想
を
約
五
倍
も
上
回
る
子

供
た
ち
の
参
加
を
得
て
、
地
域
住
民
の
関
心
の
高
さ

を
伺
わ
せ
た
。

６

管
理
、
運
営
者
に
地
元
の
市
民
が

　
長
年
地
域
の
活
動
を
し
て
き
た
、
地
域
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
カ
ー
で
あ
る
市
民
が
こ
の
施
設
の
設
計
者
と
知

り
合
っ
た
の
は
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
中
で
あ
っ
た
。
ヒ

ア
リ
ン
グ
の
中
で
、
設
計
者
は
、
地
域
に
施
設
の
運

営
を
担
う
人
材
の
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
に
な
る
。

　
地
元
の
運
営
委
員
会
で
は
、
長
屋
門
公
園
の
運
営

を
ま
か
さ
れ
て
も
、
な
か
な
か
、
施
設
を
ど
う
使
っ

て
い
く
か
イ
メ
ー
ジ
が
膨
ら
ま
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
運
営
委
員
の
一
人
で
あ
っ
た
こ
の
市
民
は
、
小
学

生
を
対
象
と
し
た
土
器
づ
く
り
や
藁
草
履
づ
く
り
な

ど
昔
の
生
活
を
体
験
す
る
「
横
浜
ふ
る
さ
と
体
験
ス

ク
ー
ル
」
の
経
験
を
も
ち
、
古
民
家
で
の
利
用
を
イ

メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
運
営
委
員
会
は
公
園

の
事
務
局
長
の
選
定
の
条
件
と
し
て
次
の
よ
う
な
要

望
を
出
し
た
。

　
①
地
域
に
明
る
い
、
地
域
に
根
差
し
た
人
で
、
地

域
住
民
と
う
ま
く
交
流
で
き
る
人
、
②
子
ど
も
が
好

き
で
、
教
育
的
な
感
覚
を
持
ち
合
わ
せ
た
人
、
③
昔

の
こ
と
を
体
験
さ
せ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
が
で
き

る
人
、
多
少
地
域
の
歴
史
に
も
詳
し
い
人
、
④
人
が

好
き
な
人
、
⑤
自
然
を
大
切
に
思
う
人
。

　
選
考
の
過
程
で
、
こ
の
条
件
を
満
た
す
、
地
元
の

市
民
が
事
務
局
長
を
引
き
受
け
る
事
と
な
っ
た
。

７

い
ろ
り
に
火
が
と
も
り
、
皆
が
ほ
っ
と

で
き
る
場

　
こ
の
地
域
の
農
家
の
た
た
ず
ま
い
、
人
が
暮
ら
す

雰
囲
気
の
中
で
、
長
屋
門
公
園
で
は
四
季
折
々
の
行

事
が
行
わ
れ
、
多
く
の
市
民
が
訪
れ
て
い
る
。
い
ろ

り
に
は
火
が
と
も
り
、
い
ろ
り
を
囲
む
人
々
は
、
旧

知
の
中
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　
市
民
の
活
動
の
拠
点
で
も
あ
る
。
リ
サ
イ
ク
ル
の

基
地
、
子
育
て
グ
ル
ー
プ
の
活
動
、
老
人
給
食
会
。

開
園
前
か
ら
か
か
わ
っ
て
い
た
地
域
の
人
々
は
、
思

い
思
い
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
、
薪
割
り
、
掃
除
、

雑
木
林
の
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
こ
れ
を
支
え
る
公
園
事
務
所
、
区
役
所
と
の

理
解
あ
る
連
携
も
欠
か
せ
な
い
条
件
と
な
っ
て
い
る
。

公園の５つのゾーニング

●歴史・体験ゾーン

　長屋門公園の正面の顔であり、最も歴史性

が感じられる場所でもある。既存の長屋門、

文庫蔵を改修し、焼失した母屋の代わりに泉

区から江戸時代の茅葺き民家を移築風景復元

して、かつての農家の暮らしが営まれていた

ときのように歴史を感じさせた。

●せせらぎゾーン

　湧水を利用した流れと池を整備して、メダ

カやドジョウを放流した結果、カルガモやシ

ラサギも飛来し、トンボも飛び交うなど街な

かではめずらしい風景を醸し出す。流れの脇

は梅園として整備し、梅の木の下は畑とした。

●自然観察ゾーン

　野鳥や昆虫が生息でき、また、野鳥や野草

を観察できるようにほとんど手をつけない保

存樹林として保全した。

●雑木広場ゾーン

　雑木林の中で子供たちが木の温もりを感じ

ながら冒険心が芽生えるような広場として整

備した。

●散策ゾーン

　杉木立の下で時の経つのも忘れ、のんびり

と散策休息のできる園路を整備した。

特
集
・
市
民
参
加
の
実
践
①
市
民
参
加
実
践
事
例
集

　江戸中期後半に建造されたとい

われている。泉区和泉町から移築

復元した。市内に残されている茅

葺き民家としては九指に入る文化

財にもなり得る貴重な茅葺き民家

である。建築面積150㎡、高さ6.9

m、平屋建て。

図
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１
　
主
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面
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◎旧安西家母屋
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